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はじめに 

トカラ列島は７つの有人島（口之島，中之島，平島

諏訪之瀬島，悪石島，小宝島，宝島）および６つの無

人島から構成される島嶼群であり，大隅諸島と奄美群

島の間に位置している。トカラ列島は悪石島と小宝島

の間にトカラギャップと呼ばれる深度1000m を超える

海峡が存在しており（松本ら，1996），これを堺に動

物相が分かれ，北側は旧北区，南側は東洋区に分類さ

れている。このトカラギャップ上に位置する生物地理

境界は渡瀬線とよばれ，日本の生物地理学上最も重要

な地域の一つである（Ota，1998； Komaki, 2021）。

このため，トカラ列島の生物相を解明することは生物

の分布拡大を考察する上で欠くことができないもので

ある。

トカラ列島のゴキブリ目については，嶋ら（1965）
廣森・山下（2001），中峯（2005a），山下（2013）
小浜・立田（2018），山下ら（2019），小浜・立田

（2020）などの報告があり，トカラ列島から26種が記

録されている。そのうち口之島から11種，中之島から

14種記録されている。一方，それ以外の島のゴキブリ

相は未だ解明されたと言い難い状態である。特に，臥

蛇島をはじめとする無人島では報告例が存在しない。

そこで筆者らは，トカラ列島におけるゴキブリ相のよ

り詳細な知見を得るために，口之島，臥蛇島の2島に

おいて採集調査を実施した。本稿では，一連の調査に

よって得られた11種について報告する。 

１ 調査方法 

調査は以下の日程で行った。口之島（2022年7月
22日―27日），臥蛇島（2022年7月24，26日）。昼

夜問わずビーティング，シフティング，スウィーピ

ング，灯火見回りなどの方法によって採集した。採

集した個体は75–80%エチルアルコールで固定した

のち，同定した。また，特筆すべき種については本

稿中に図を付した。科名，学名の配列は日本直翅類

学会（2016）に従った。所検標本はすべて京都大学

農学部，九州大学理学部および九州大学総合博物館

に収蔵した。

２ 結果 

以下に，トカラ列島の各島で得られたゴキブリ類

のリストを示す。オス成虫を M，メス成虫を F，幼

虫を N と表記した。採集者名は，大崎遥花（HO）

鈴木佑弥（YS），野口奨悟（SN），立田晴記

（HT）とした。 

ゴキブリ科 Blattidae 
ゴキブリ属 Periplaneta 
1) ワモンゴキブリ

Periplaneta americana (Linnaeus, 1758)
口之島：1M 25-VII-2022 HO leg.
口之島新記録。トカラ列島においては悪石島で記

録がある（日本直翅類学会編，2016）。

2) コワモンゴキブリ

Periplaneta australasiae (Fabricius, 1775)
口之島：1M 25-VII-2022 HO leg.
口之島新記録。トカラ列島においては悪石島で記

録がある（日本直翅類学会編，2016）。

3) ツヤアカゴキブリ （図1）
Periplaneta gajajimana Komatsu, 2021
臥蛇島：1N 24-VII-2022 HO leg.; 2N 26-VII-2022
HO leg.
Komatsu et al. （2021）によって臥蛇島と悪石島か

ら記載された新種。記載論文に幼虫の記述はない

が，著者の運営するウェブサイト「ゴキブログ

（株式会社シー・アイ・シー）」に本種の幼虫の

鮮明な写真が掲載されており，近縁種の幼虫形態

と比較した結果，ツヤアカゴキブリと同定した。

記載論文で使用された標本の採集年は2012年であ

る。そして今回は臥蛇島からの初の再採集となっ

た。本記録により，本種は臥蛇島に安定的に生息

していることが示された。
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図1 臥蛇島産ツヤアカゴキブリの幼虫

チャバネゴキブリ科 Ectobiidae
ウスヒラタゴキブリ属 Megamareta
4) ウスヒラタゴキブリ

Megamareta pallidiola (Shirald, 1906)
口之島：2F 25-VII-2022 HO leg.
トカラ列島においては中之島，口之島，宝島から

記録がある（朝比奈，1991;日本直翅類学会編，

2016)。 

ホソモリゴキブリ属 Episymploce
5) アマミモリゴキブリ

Episymploce amamiensis Asahina, 1977
口之島：2M 25-VII-2022 HO leg.; 2F 25-VII-2022
HO leg.; 3F 27-VII-2022 HO leg.; 1F 27-VII-2022 HT
leg.
トカラ列島においては中之島と口之島から記録さ

れている（朝比奈，1991; 屋富祖ら編，2002）。

チャバネゴキブリ属 Blattella
6) オキナワチャバネゴキブリ

Blattella asahinai Mizukubo, 1981
口之島：1M 25-VII-2022 HO leg. 
トカラ列島新記録。タイプ産地は沖縄首里で，沖

縄本島からのみ記録がある（日本直翅類学会編，

2016)。 

ブラベルスゴキブリ科 Blaberidae 
マルゴキブリ属 Corydidarum
7) ヒメマルゴキブリ

Corydidarum pygmaea (Karny, 1915)
口之島：2N 25-VII-2022 HO leg.; 1F 27-VII-2022
HO leg.; 5N 27-VII-2022 HO leg.
臥蛇島：1F 24-VII-2022 SN leg.; 2F 26-VII-2022 HO
leg.; 12N 26-VII-2022 HO leg-
臥蛇島新記録。トカラ列島では中之島，悪石島，

宝島から記録がある（日本直翅類学会，2016)。

親と思われるメス成虫と幼虫の集団をいずれも樹

上にて採集。

オガサワラゴキブリ属 Pycnoscelus

8) オガサワラゴキブリ（図2）
Pycnoscelus surinamensis (Linnaeus, 1758)
臥蛇島：1F 26-VII-2022 HO leg.
臥蛇島新記録。トカラ列島では口之島，中之島か

ら記録がある（日本直翅類学会，2016; 小浜・立

田，2020)。日本産オガサワラゴキブリと考えられ

てきた種には，単為生殖のみを行いオスが存在し

ない個体群と，両性生殖の個体群が存在する。現

在では前者がオガサワラゴキブリ Pycnoscelus
surinamensis (Linnaeus, 1758)，後者がリュウキュ

ウゴキブリ Pycnoscelus indicus (Fabricius, 1758) と
されている（Roth, 1967; 石川，2014; Komatsu et al.
2015; 日本直翅類学会， 2016; 小松・富岡，

2019)。今後，DNA をもとした種の検討が求めら

れる。今回，臥蛇島ではメスのみしか得られなか

ったので，オガサワラゴキブリと同定した。

図２ 今回採集されたオガサワラゴキブリとリュウ

キュウゴキブリ

上：臥蛇島産オガサワラゴキブリ

下左：口之島産リュウキュウゴキブリ♂
下右：口之島産リュウキュウゴキブリ♀

9) リュウキュウゴキブリ （図2）
Pycnoscelus indicus (Fabricius, 1758)
口之島：3M 22-VII-2022 HO leg.; 3M 23-VII-2022
HO leg.; 2M 25-VII-2022 HO leg.; 1F 25-VII-2022
HO leg.; 3N 22-VII-2022 HO leg.
口之島新記録。トカラ列島では中之島で記録があ

る（小浜・立田，2020）。口之島の個体群では道

路沿いのリター10m 以内から雌雄ともに得られた

ため，リュウキュウゴキブリと同定した。

サツマゴキブリ属 Opistlwplatia
10) サツマゴキブリ

Opisthoplatia orientalis (Burmeister, 1838)
口之島：4F 25-VII-2022 HO leg.; 1N 25-VII-2022 HO
leg.
臥蛇島：2M 24-VII-2022 HO leg.; 3F 26-VII-2022 HO
leg.; 1N 26-VII-2022 HO leg.



臥蛇島新記録。口之島，中之島及び悪石 島から記

録がある（嶋ら，1965；朝比奈，1991；廣 森・ 山 
下，2001；屋 富 祖 ら，2002；中 峯， 2005ab；金

井ら， 2013a；山下，2013b；小浜・立田，2018；
山下ら，2019）。日中は倒木下に生息。夜間にリ

ター及び樹上を徘徊する。しばしば小川の石の下

からも見つかる。

マダラゴキブリ属 Rhabdoblatta
11) トカラマダラゴキブリ

Rhabdoblatta takarana (Asahina, 1967)
口之島：1F 25-VII-2022 YS leg.
口之島新記録。タイプ産地は宝島（朝比奈，

1991），悪石島からも記録がある（金井ら，

2013b）。

3 考察 

本調査により，口之島から9種（うち5種新記録），臥

蛇島から4種（うち3種新記録），のべ3科11種のゴキ

ブリが確認された。このうちトカラ列島新記録も1種
含まれていた。ワモンゴキブリなどの大型種であって

も，調査が比較的進んでいる口之島でさえ新記録であ

ったことなどを踏まえると，ゴキブリ相の解明が今後

も望まれる。

本調査によって初めて口之島でリュウキュウゴキブ

リのオスを採集することができたのは非常に興味深

い。オガサワラゴキブリとリュウキュウゴキブリは形

態学的な差異が認められないことが明らかになってい

る（Komatsu et al.，2015）。単為生殖個体群と両性個

体群の分布範囲を特定しておくことは，将来的に

DNA バーコーディングを用いた種の再検討が行われ

た際に極めて重要な情報となる。

 口之島に比べて，臥蛇島のゴキブリ相は種数が少な

い傾向にあった。特に口之島では多く採れたチャバネ

ゴキブリ科が臥蛇島では全く採集されていない。これ

は，島面積が非常に小さいこと，無人島であるため上

陸時間が限られた（2日間，日中のみ）ことが原因と

考えられる。臥蛇島においてもオガサワラゴキブリと

思しきメスを採集できたが，個体数が限られたため，

今回得られた個体が単為生殖個体群のオガサワラゴキ

ブリか，両性個体群のリュウキュウゴキブリか，結論

づけるには今後詳細な調査が必要であろう。

 本調査では，チャバネゴキブリ科で不明種を確認し

ている。今後検討を行いたい。また，今回は幼虫のみ

しか得られなかったため不明とした種がもう一種あっ

た。採集時期を改めての調査が必要である。
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